
目 次 に 代 え て

京 大 確 松 原 武 生

この報告書は総 合研究 (A) ｢電子論 を展礎 とする凝縮系種 々相 の総合的研究｣ の班 活動 の一 つ

と して開かれた シンポジ ウムにおいてなされた講演 の要 旨をまとめた ものであ る.i,

この シンポジウムは昭和58年3月 /占日より3月 /9日までの 半日間にわたって､京郡 市.左京

区修学 院の関西セ ミナー ･ハ ウスにおいて開催 された｡ 研究班 の分担者お よび3名の招待講 演者

に よる /7篭の レビュー講 演が充分 な時間 をかけて発表 され ､活発 な討論 もあって､なかなかの盛会

であった｡ 参加者は連 日平均 30名 を数 えたが ､参加で きなかった人 々に も折 角の講演の内容 を

知って頂 こ うと､ この報告書の形 にま とめて公 表するこ とに した｡

もちろん今 回の シンポジウムの講 駅が､この研究班 の 目指 す凝縮 系種 々相 のすべて を尽 す ものでは

ない｡ われわれの希 望は ､この種 の総合研究が さらに継続 され､それに よって得 られる凝縮 系全般につ

いての広 い視野 と深い洞察が､将 来の創造的発展に少 しで も寄与する ことである｡

以下に講演者の氏名 とそ の題 目を列挙する｡

1 ,I.-1占'･.密度 プ ラ女マ中の多 作和樹

2 希土焼金局 における共鳴 Ⅹ線 散乱

5 励起子 ポ ラ リ トンと表而

4 転位空間 の問題 に現われる Aharonov･Bohm問題 とその拡張

5 フラス トレー シ ョンのある磁椎 体の相転移の炎鹸

6 7ラス トレー シ 3ンを含む スピン系の計Ti-機 実験

7 固 体 3Heの 反強磁性 の U U I)D状態 の磁性理論

8 遍歴 磯子強磁性 の.最近の話題

9 用IgJ的 ア ンダー ソン ･ハ ミル トニ-/ンの肘 ''t状態

10 2次元超伝導における Anderson局在

11 反強磁性超伝導休

12 生体膜の相転移 ､吸着原子 の C･工C転移

15 黒 リンについての最近 の研究

14 グ ラフ 丁イ ト層間化合物 のバ ン ド理論 と物性

15 述移金屑化 合物に おけ る馬子 一格子相互作用 と構造相転移

16 界面 キンク等 の運動 と相転移 の kinetic8

17 水素話合型誘電体 の構造相転移 と同位元東効果
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